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　私は普通の中学生であり高校生であったので，英語の授業

があまり好きではなかった。だから，ほとんど勉強もせず，大

学入試のためにほんの少し単語を覚えたくらいだった。

　大学に入っても，まったく勉強しなかったから，英語を話

せないのはもちろんのこと，ろくに英文も読めなかった。

　そんな私がフリーランスのライターとなり，仕事でハワイ

に行ったのは二十四歳のときだった。

　ある日，年長の日本人建築家と，その夫人である彫刻家と，

ワイキキにあるシーフード・レストランで食事をすることになった。

　出されたメニューから，サラダとメインディッシュとして白

身魚のムニエルを注文すると，ウェイターに何か訊ねられた。

まったくわからなかった私が困惑していると，彫刻家の夫人

がやさしい口調で教えてくれた。

「サラダのドレッシングはどうするのか訊いているのよ」

　私は恥ずかしくなり，慌ててフレンチ・ドレッシングはあり

ますかと訊ねた。

「イズ・ゼアー・フレンチ・ドレッシング？」

　すると，今度はウェイターの方がまったくわからないと困

惑したような顔になり，助け舟を求めるように彫刻家の夫人

を見た。

　それを受けて，彫刻家の夫人が私にまたやさしく言った。

「そういうときは〈HAVE〉を使えばいいのよ。あなたは何々

を持っていますかと訊ねるの」

　言われたとおり，「ハヴ・ユー・フレンチ・ドレッシング？」と訊

くと，ウェイターはすぐに理解してくれ，フレンチ・ドレッシン

グというものはないけれど，サウザンドアイランド・ドレッシン

グならあると言った。そこで私は，サラダにサウザンドアイラン

ド・ドレッシングなるものをかけてもらうことにした……。

　たぶん，このとき，私は初めて英語というもの，外国語と

いうものと出会ったのだと思う。たったひとつの言葉，たっ

たひとつの言い回しによって世界が開けるものだということ

を腹の底から理解することになったからだ。

世界が開ける
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世界が開ける
沢木耕太郎

 『We Can!』どう使う？
 『We Can!』の特色は？
加賀田哲也

事例リポート 
京都市立九条塔南小学校
長野県小諸市立東小学校
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こう使う！ 
COLUMBUS 21 ［第4回］

山梨県都留市立都留第一中学校
三枝幸一

小中をつなぐポイント ［第4回］

どう学ぶ（How to learn）でつなぐ
太田 洋

今日から使える！ 
Classroom English ［第3回］

活動の指示の表現①
菅井幸子

小学校英語 お悩み相談室 ［第4回］

ファーストネームでよぶことに
違和感があります。
ローマ字と英語の違いを
どう指導したらよいですか。
小泉 仁

子どものための
BOOK GUIDE ［第4回］

SKELETON HICCUPS
金原瑞人
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相談室英語教育
Mitsumura

English Teachers’ Resources
COLUMBUS 21
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